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論文内容の要旨

本論文は、重希土類を含むペロプスカイト型マンガナイトの電気的磁気的性質を系統的に調べるとともに、以前に

報告されている軽希土類の性質とあわせて、ぺロプスカイト型マンガナイトの電気的磁気的性質を表わす普遍的な相

図を確立し、これらの性質が現われる機構について考察した内容をまとめたもので、以下の4章より構成されている。

第 1章では、本研究の背景、本研究の目的について述べているo

第 2章では、 Mn3+とMn4+の比が 7: 3のマンガナイト RO.7Ao.3Mn03CR=La， Pr， Sm， Gd， Dy， Ho， Er， A= 

Sr， Ca)について、公差因子tおよびAサイトイオンのイオン半径分布の分散σzと電気的磁気的性質の関係を調べ、

以前の結果と比較している。その結果、マンガナイトの電気的磁気的性質が tおよびa2のみに依存することがわか

り、それらを整理すると以下の通りとなっているo

(a) t ミ0.908の基底状態は強磁性金属状態であり、 tが減少するにつれてキュリ一点 Tcは低下している。また、 tの

値をこの範囲のある値に固定すると、 a2が増加するにつれて Tcは低下し、その傾きの絶対値は tが減少するに

つれて小さくなっている。

(b) t <0.908の基底状態はσ2が小さいとキャント反強磁性絶縁体状態を示しているo 一方、 σ2が大きいとスピン

グラス絶縁体状態を示し、スピングラス転移点Tgはtおよびσ2の値にかかわらずほぼ一定となっているo

第 3章では、 Mn3+とMn4+の比が 1: 1のマンガナイト Ro.sAo・SMn03CR=Gd， Dy， Ho， Er， A=Sr， Ca)につ

いて、 tおよびσ2と電気的磁気的性質の関係を調べ、以前の結果と比較した。その結果を整理すると以下の通りに

なっている。

(a) Srを置換したマンガナイトは、ほぼ同じ tを持つLao.sCao.sMn03C t =0.924)と異なり、電荷整列相転移なら

びに反強磁性転移を示さず、スピングラス転移を示しているo

(b) Caを置換したマンガナイトは、電荷整列相転移およびキャント反強磁性転移を示し、その転移点はσ2が大き

くなるほど低くなっている。また、この電荷整列相は磁場を印加することにより融解しているo

第4章では、本研究で得られた結果を総括しているo
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論文審査の結果の要旨

ペロプスカイト型マンガナイトはMn3+とMn4+の比を変えることで非常に多彩な物性が現われるため、マンガナ

イトに現れる CMRおよびトンネル磁気抵抗現象を利用した次世代の磁気抵抗ヘッド材料の開発が期待されており、

マンガナイトの物性、特に電気的磁気的性質は、応用開発の観点からも精力的に研究され、それを支える基礎研究も

ますます必要になっているo このような状況において、本研究は重希土類を含むペロプスカイト型マンガナイトの電

気的磁気的性質を系統的に調べ、多くの基礎的知見を得ているo それらの成果を要約すると、次の通りであるo

1) Mn3+とMn4+の比が 7: 3のマンガナイト RO.7Ao.3Mn03(R :希土類、 A:アルカリ土類)の電気的磁気的状態

は常磁性絶縁体、強磁性金属、キャント反強磁性絶縁体、スピングラス絶縁体のいずれかを取り、その転移点は

tおよびσ2に依存することを明らかにしているo

2) Mn3+とMn4+の比が1: 1のマンガナイト Ro.sAo.sMnO3 (R :希土類、 A:アルカリ土類)の電気的磁気的状態

は常磁性金属、常磁性絶縁体、強磁性金属、電荷整列反強磁性絶縁体もしくはキャント反強磁性絶縁体、電荷整

列常磁性絶縁体、スピングラス絶縁体のいずれかを取り、その転移点は tおよびσ2に依存することを明らかに

しているo

3) 1)および 2)の成果を元にして、普遍的な電気的磁気的相図を確立し、これらのマンガナイトの電気的磁気的

状態の変化がペロプスカイト構造のMn-O-Mn結合角の平均および分散の変化によって説明し得ることを示

しているo

以上のように、本論文は、ペロプスカイト型マンガナイトの基礎的知見を得るため、その電気的磁気的性質を広い

範囲の tおよびσ2に対して系統的に調べ、普遍的な電気的磁気的相図を確立し、 tおよびσ2に対する電気的磁気的

性質の関係を明確にしており、材料工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は、博士論文として価値あ

るものと認めるo
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